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　 As 　Japa− operled 　the 〔loor　to　Ll／e 　rest 　o ！the　 w し」rld 　ill　the　Meiji駈：ra，　Lhe　wave く，［
』
westernization 　spread

raP 玉dly　over 　Inany 　sectors 　of 　Japanese　sc｝ciety ．　Oue 〔〕r　the　m ピ，sむ renLurkable 　iml．）a．cts 　iし made 　was く〕n　Lhe

sty　le　of　dwvelliiig　an 〔1　here 　we 　rirLd　that　the　S，rassv エ．K 〕ts−level　Chrt＄tiaTl　IILissionary 　w 〔｝rk　ill　ITLarly　parts　Df

Japa．n 　piayed 　all　imp ｛うrtant 　ro ［e．　This　report 　is　a　eas （

．
｝ study 　that　fo〔：use ＄　its　att，ent ，

’lon〔｝J／the　Imissl 〔〕nary

activities 　Qf 　Gurney　a ！｝d　l殲吃abeth 　Binford．　This　rnissionary 　coup ］e 臼 rlgaged 　in　thelr　prし，aching 　activtties

prlrnarily　in　Ibaraki　Prerecture　dLu・illg　the　peri〔Yl 〔｝「37　years ，　rrom しhe　t玉1ne 　oft ，heit’a．rrival 　in　l899　until

1936 “庄len ちhey ］．ei
’
t　Japan．

　 They　opened 　up 　their　ho］lve　to　the　pnblie　to　show 　whaL 　the “”
estern 　st，yle　 of　iiving　was 　llke，　They

tau菖ht　the　k，cal　people　not　orUy 　the　“「estern 　cooking 　and 　hc｝u ＄ekeeplng 　but　also 　the　faIt／i［y
management ，　based　on 　love　alld 　respec も as 　w ℃11　as　p しlre ！ife，　Their　activities 　attracted 　the　attenUon 　of

younger　people，　esp （〕c至ally しhosc　youllg　w て）lnerl 　who 　admired “
厂
（）stcrn 　culture 　and 　w （）re 　sensltlve しG　new

uays （）f〔hinl（ing，prompting　thcrn　to　long　for　ilnproverrleI1しh・L　LheiFr　dwelling　life．　lt　should 　be　iioted 　that

しhe　W ℃stern 　style　of 　dwelling　spread 　in　the　Japanese 　society，　keeping 　Pace　wlth 　Lhe　modern ：zaしion　and

dem 〔〕cratization ！ed 　by　ChrisLian　spirlt，s．　In　Iater　years ，　the　trend　was 　carrled 　on 　by　the　 efforts 　 of　the

felna正c エnenLber
．
s　of　On ／j　Mission；it　was 　lr10n／ihachi｝nan 　ir1、Vestern 　J＆pan　whel 噛

e 　dwel1三mg 　life　sa 天v

renLaI
’
玉（able 　inlpl’ovement ．
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　 1．は じめ に

　1859 （安政 6）年 7 月，H本 は 鎖 国 を 解 い た後 ， 神

余川，長崎 ， 箱館 （現 ・函館） を 開港す る こ と に な っ

た．こ れ に よ っ て た だ ち に ア メ リ カ の プ ロ テ ス タ ン ト

各教派は ，日本伝道の 計画を開始し た．同年中に は，

は や くも 6 人 の 宣教師が 神奈川，長崎 に到着 した
’i，

こ の 年をもっ て プ ロ テ ス タ ン ト日本賞教元 年とい わ れ ，

そ の 後英米宣教師 の 来 日は続 い た
け ．

　 上893 （明治 26）年 に は 本報告 の 中心 と な る フ レ ン

ド派の ガーネー ・ビ ン フ ォ
ー

ド 〔Gurney　Binford）が

来 日，伝道活動 を 開始 した ．フ レ ン ド派 は
，

一
名 ク エ

ーカ ーと も呼ば れ 17世紀イ ギ リ ス で 起こ っ た キ リ ス

ト教の 覚醒運動で ，ア メ リ カ に は 1657年頃に伝わ り

ペ ン シ ル バ ニ ア 州 フ ィ ラ デ ル フ ィ ア は そ の拠点都市 と

な っ た ，日本に は 1885 （明治 18＞年に最初の 宵教師

コ サ ン ド炎妻 （Joselih　and 　Sarah　Ann　Cosa．nd ） に よ
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っ て伝え られ，キリス ト友会と称 され て い る．夫 奏は

東京 ・芝 に普連十女学校 （現普連 ［．学 園） を設立 した．

し た が っ て 同校 は 日本 に お け る フ レ ン ト派の 中枢 と な

り今 凵 に 至 っ て い る．そ の 後ガ
ー一

ネ
・一

は帰 国す る が

1899 （明治 32） 年，結婚 し た ば か 1，の 妻 エ リ ザ ベ ス

（Elizabeしh＞を伴 っ て 再来 日した．以 来 ビ ン フ ォ
ード

夫妻 は 1936 （昭和 11）年離 Hする まで の 37 年間各地

で キ リス ト教伝遭活動 を広 げ た，夫 を支 え る か た わ ら

エ リザ ベ ス は若 い 女性 の 何 人か を自宅におき， 生 活を

共 に しなが ら，キリ ス トの 教 えに忠実な 囗々 の 行 い と

近代西汗の 精神文化や 断洋式家事な ど を教授 した が ，

そ の 中の 1人 に渡辺 清野 とい う女性が い た （図 1），

　
一

方同 じ頃，滋賀県近江 八幡で は ウ ィ リア ム ・メ レ

ル
・
ヴ t 一

リ ズ
’9

（WillianL　MelTell　Vories）が 自ら の

教団近江 ミ ッ シ ョ ン を率 い て伝道と専業の 巾面に お い

て 大 きな成果を上げて い た 、来凵以来の ヴ i 一
リ ズ の

成功 の 背後 に は 常 に 占閏悦蔵
邦

が い た ．悦蔵は ヴ ォ
』一

リズの 教 え子 で あ っ たが，22 歳 の とき最初 の 留学 を

し，ニ ュ
ーヨ

ー
ク の 聖 書学校 に 通 っ た が ，お りしもそ

こ に は休暇をと っ て帰国申 の ガ ー
ネ
ー

の 姿があ っ た．

そ の 後彼ら の 交友は続 き，や が て は悦 蔵 と清野 の 結婚

に 結 び つ くこ ととな っ た ．結婚後清野 は 近江 八 幡 で 洋

風 の 生活様式を教え る 「家政塾」を開き，西洋文化に

憧 れ る若い 女性 の 人気を得た．

　洋風 生 活 が 浸透 して い く過 程 に お い て ，そ れ ら は
一・

様 に 進展 した の で は な く，情報伝達の 形式 ・速度，地

域
’
叶，経済性 ，生活意識等そ の 他諸 々 の 要囚を受け て

図 ユ．水戸 で の エ リザ ベ ス ・ビ ン フ i 一
ドと FJi田 清野

の 時間差が認 め ら れ る．そ の 時 間差 を縮小 させ る 要因

の
．一・

つ と して 「洋風 生 活様式を 紹介す る 人
・
教 え る 人」

の 介在を考え る こ とが で き る，

　筆者 は先 に ，「洋式 生活 を教 えた入 々
一

近江 家政塾

に つ い て
一

上 と 1同統 報
一

エ リ ザ ベ ス ・ビ ン フ ォ
ー

ドか ら吉田清野 へ と引 き継が れ た洋風
一

」
1／
に つ い て

発表 し，近江 ミ ッ シ ョ ン の伝道活動に，生活面か ら活

力 を 与え た 清 野 を は じめ とす る ミ ッ シ ョ ン の 女性達 の

理念や行動 を考察 し，ミ ッ シ ョ ン の 初期に お い て関係

の 深 か っ た 水 1
．
1時代 の ビ ン フ ォ

ード夫妻に つ い て もふ

れ て きた ．さ ら に 「家政塾」 の 果 た し た 役舗 お よ び そ

の 時代 的意 義
11
や ， そ の 教 育が生徒達 に

tj・え た 影響
層

に つ い て の 考 察を して きた，清野が結婚後，ほ ど な く

ミ ッ シ ョ ン の 指導的立場に推され た の も，夫 ・悦蔵の

支援の み な らず，彼女 の 経歴か ら培われた資質に よ る

とこ ろ が大 きい ．

　本報告で は ，清野 が そ の 教育構想，実践活動に お い

て 多くの教導 を得た ビ ン フ ォ
ード夫妻の 行動の記録を

た ど り，そ の 伝道活動の 様相を明 ら か に し，人 々 に 生

活向上 の 目を開かせ た 夫妻 の 生活指導や ， 夫妻 の 示 し

た 洋風生活 が ど の よ うに 人 々 に感受 され，影響を 及 ぼ

したの か に つ い て 考察 を試 み た ．加 え て 同時代 の ア メ

リ カ の 女骨宣教師の来 日事情に つ い て の研究
凅

とも重

ね合わせ論究 を試み た．

一
；

　　 ア メ リカ 新教各派 の 伝道局 は 西 欧 詣国 に 先 ん じて 日

　　木 に 官 教師 を送った．聖公会派 の リギ ン ス ，ウ ィ リ

　　ア ム が 長崎 に 入 り，前後 し て 長老派 の ヘ ボ ン，ブ ラ

　　ウ ン ，シ モ ン ズ が 神奈 川 に，フ ル ベ ッ キ が 長 崎 に 到

　　着 した．
st

　1880−　1964，　1905　（LIJj｝台38）　年 YMGA 　I丿侵二畳び丿英 言吾教

　　師 と し て 県 立 商 業学 校 （現 県立 八 幡商業高校） に 赴

　　任．2年後 に 解雇 き九 ，教 え子 で あ っ た吉 田悦蔵 と

　　近 江 ミ ッ シ ョ ン を設 立．伝 道 資 金 調 達 の た め 輸入 雑

　　貨販売 と建築設計 の 仕事 を始め 建築家 と して も成 功

　 　 を お さ め た．
＊／ 1890− 1942，ヴ i’　一リズ の 教 え子 と して 県立商業学

　　校 を 1907 （明 治 4ω 年 3 月 に卒 業．卒 業 と 同 時 に ヴ

　　 1
一

リ ズ と 近 江 ミ ッ シ ョ ン を設 立 ．伝 道活動 は も と

　　よ り，そ の 後 ミ ッ シ ョ ン が ヴ ォ
ーリ ズ合名会托，近

　　江セ
ー

ル ス ，近江 兄弟杜 と拡大発展す る 中で ，ヴ ォ

　　
ー

リ ズ の 無二 の 協力者 と し て 鮮営 面 で の 手腕 を発 揮

　 　 した ，
±1

女性 宣 教 師 来 日 の 背景 とそ の 影響 を本 国 ア メ リカ の

　　立 場 か ら研 究 した もσ）に 小 檜 liiル イ ：『ア メ リ カ 婦 人

　　宵 教師」，戸 凵」微子 ：ア メ リ カ に お け る 婦人 外国伝道

　　教会の 成立，『ア メ リ カ 史研究 10』が ある，
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　2．研究の 資料 と方法

　水戸 の ビ ン フ ォ
ード夫妻と，近江 八 ll番の 吉田清野 の

関係 を明 ら か に す る研 究史料 にあた っ て は
， 主 には 近

江 ミ ッ シ ョ ン （後の 近江兄弟社〉発行の単行本，機関

誌，教材 ，その 他 の 文献 を 中心 に した もの と
，

キ リス

ト教友会 （フ レ ン ド派 ・フ レ ン ド教会）関係 の 文献 ，

普連土学 園発行 の 単行本，機関誌 な ど がある．それ ら

を基盤 に，さらに プ ロ テ ス タ ン ト伝道 に 関す る 文献な

どと も合わせ て事実関係を照合，検証作業を行 っ た．

　関係者へ の イ ン タ ビ ュ
ーも回を重ね，記憶回想の 方

法も採用 した ．

　3．宣教師ビ ン フ ォ
ード夫妻の伝道活動

　（1＞ ビ ン フ ォ
ー

ド夫妻 の 来 日

　 ガ ー
ネ
ー ・ビ ン フ ォ

ー
ドは ユ865年 イ ン デ ィ ア ナ州

バ ン コ ッ ク に 生 まれ た．祖父 母，父母共 ク エ ー
カ
ー

教

徒の 宗教 心溢 れた家庭 に育ち ， 高校卒業後 カ ン ザ ス 州

の 公 立 学校 で 教 鞭 を と りなが ら，州 立 師 範 学校

（Kansas 　State　Norma 正School）を卒業 した．幼 い 頃 よ

り海外伝道の 道 を希望 し て い た が ，1893 （明治 26）

年に カ ナ ダ の フ レ ン ド教会 の 推薦 を受け，そ の 年 の

11月 に 宣教 師 と し て 来 目 し た．彼 の 最初の 日本滞在

は こ の 年か ら ユ897 （明治 30）年末 まで の 4 年間で ，

主 に は 青年伝道 の 任務 が 課 せ ら れ て い た ．普連土女学

校 ， 聖愛学校
＊ 「’

な どで 英語 と聖書 を 教 え
，

ま た東京 フ

レ ン ド教 会 の 事業 に協力 した．こ の 間 に日本語 の 習得

に も熱心 で 日本 人教師 に つ き毎 日の 日 課 と して 日本語

を学ん だ，

　ユ898 （明治 31）年年頭に 任期 を終 え て 帰国，しば

ら くロ サ ン ジ ェ ル ス で 過 ご した後に各地 で 日本伝適 の

報告会を行 っ た ．翌年リ ッ チ モ ン ドに移 り，そ こ で彼

は 生涯の 伴侶 エ リ ザ ベ ス ・シ ュ ナ イ ダー （Elizabeth

Schneider） と 出会 う，エ リザ ベ ス は 1876年 ，
リ ッ チ

モ ン ドの 裕福 な家具 商の 長女 と して 生 まれ ， 篤信 な両

親の 希望 に よ りた だ ち に フ レ ン ド派の メ ン バ ーと して

生 得 権 が 与 え ら れ た．1896 年 に リ ッ チ モ ン ドの ア
ー

ラ ム カ レ ッ ジ （Earlham　Gol！ege ＞の 音楽科 を卒業 し，

そ の 後は 公立学校で 音楽と美術 を 教 えな が ら教 会や H

曜学校 で オ ル ガ ニ ス トと して 奉仕 して い た ．ビ ン フ ォ

ー
ドが リ ッ チ モ ン ドの 教会 で 行 っ た凵本伝道の 講演は

エ リザ ベ ス の 心 に 深 く感動 を よ び起こ し，遂 に は彼の

片腕 と な っ て 自 ら も海外伝道師 と して 働 く決心 を す る

まで に な っ た
a 〕’ G． 2 人 は 1899年 6 月 に 結 婚 ， 同時

にエ リザ ベ ス は カ ナ ダ フ レ ン ド教会の 婦人外国伝道宣

教会の一員に加えら れ ，ビ ン フ ォ
ー

ド夫妻は そ ろっ て

日本で 宣教 に 当た る新任命を受け ， 渡航が承認 され た ．

　1899 （明治 32）年 ユ0 月 ユ0 日夫 妻 は バ ン ク
ーバ ー

を出航 し，24 日に 横 浜 に 入港，東京 に 3 週 間滞在 し

て 仕事 関係 の 準備 を整え，さ らに 水戸 で は入手困難で

あ ろうと思 われ る家具や生活必需品を買 い そ ろ えた．

幸運 に も中古家具店で帰国 した ア メ リカ 人が残 して い

っ た生活用品を見つ ける こ とが で き，こ れ ら とともに

夫妻は水戸 へ と向か っ た．

　（2） 伝道活動の 足跡

　1）　水戸時代 （1899年 11月・− 1920年 11 月）

　水戸 で の 最初 の 住居 は ，市内 r の 丸 の 士族屋敷 で ，

10 畳 1 室，4 畳 半 2 室 ，
3 畳 2 室 の 純 H 本家屋 で あ っ

た．総延 長 46m の 廊 下が あ り，玄 関脇 の 4 畳半に は

毎朝 の 雨 戸 の 開閉 をは じめ夫妻 の 日常 の 世話をす る書

生が住 み 込 ん で い た．こ の 住居 の 印象に つ い て ガ ーネ

ー
は 日本伝道回想録の 中で ，5 ペ ージ に わ た り詳細に

記 して い る が，そ の 中 で詳述 の 理 由を次 の よ うに記 し

て い る，

　 Igive　this　rather 　deしailed　description　Df （，ur 　home

because　 of　 the　 often 　 asked 　 question，
“
Do 　 Japanese

］ive　in　paper 　houses？”71

　度重なる無知 な質問 に対す る ガ ー
ネ
ー

に よる 日本住

宅紹介で もあ っ た ．夫妻 自身 も地方 の 日本 家屋 に 住む

初 め て の 経験 だ け に
，

と ま ど い なが ら もさまざ まな工

夫 を試 み た こ とが その 中 で 記 され て い る．た とえば，

次 の よ うな点をあ げて い る ．
・椅子 ・食卓 ・ベ ッ ドの 脚に板を渡 して釘止め し，家

　具の脚が畳 に くい 込む の を防い だ．
・洋服を吊る す た め に た ん す の 外側 に棚 を作 り，

パ イ

　プをと りつ け た ，
・
日本家屋 は 開放的で パ ン 生地 をねかすため の 温度 を

　
・
定 に 保 つ の が難 しか っ た ．そ こ で ，炭火利用 の 保

　温庫 を考案 した．
・オ ーブ ン が 備 わ っ て い な い こ と で の 不便 を解決す る

　た め 板 金屋 に 頼 ん で 1 斗缶 の 側面 に 穴 を開け底に 炭

　火皿 を設けた簡易 オ
ー

ブ ン を作 らせた．こ れは料理

　教室 を開 き西洋料理 を教える 際に非常 に 役立 っ た．
・水道 が 敷設 され て お らず ， 井戸 を利用す る しかなか

　 っ たが ， 台所 内 に 3斗入 の かめを置 き，井戸 か ら水

＊ sl890
（明 治 23）年東京麻布 三 河台に 設立 され た 男子

　 教 育 ，伝 道 者養成 を 目的 に した フ レ ン ド派の 神学校．
’E1898

年の ガ
ーネー

の 伝道報告会 で エ リ ザ ベ ス は 神 の

　 啓示 を受けた とい う．
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　を 引 き込 ん だ，

　異郷 に おけ る 犬妻 の 生 活 は常に改善を重ね る こ とで

あ っ た．さ ら にそれ らは 後 の 農村 生 活改 諱へ の ，」1欲と

つ なが りをもつ こ と と なっ た．

　フ レ ン ド派が水戸 に彼等 を派遣 し， また 夫妻 も水戸

を仏迫拠点に 選 ん だの は，茨城県が こ と さらキ リス ト

敦 に と っ て は未開の 地 で あ っ た こ とがあげ ら れ る．フ

レ ン ド派 の 最初 の 亘教師 コ サ ン ド （前出）も来 日早々

「水戸 は 旧水戸藩時代か ら排耶論 の 拠点で あ りキ リ ス

ト教伝道 に と っ て きわ め て 困雎 な と こ ろ で あ っ た」
／）

こ とを認めて お り，こ れ 〔＿対処する た め 加藤万治
料

が

す で に 水戸 に 派遣 され て い た
“ S ，こ の 加藤 の 存在も大

きな支え で あ っ た が ，布教 に 燃 え る 宣教師 に と っ て 当

地は大 きな使命感 発揚 の 地 で あ っ た．

　ビ ン フ ォ
ー

ド夫妻 が水 戸 入 り した 日，ユ899 （明治

32）　卜ll 月 14　H に は加豚
．一

家総 出 の 歓迎 を 受 け夫妻

の 住居 も定め ら れ た．

　着任 早々 ガ
ー

ネ
ー

は フ レ ン ド教 会 の 集会 や 二圭展 に 全

面協力 し，特 に 学生 を相手に した聖 占研究 に 主力を注

い だ，自宅に青年達 を集め て よ書と英扇を教 え
籾

，そ

こ か ら の 収入 は，後の 教会 ∵ 建
一
殳の 基 金 の

一
部 と な っ

た．エ リザベ ス は 女性達 に 西洋料 理 を 教 えた ．そ の き

っ かけ は ，水戸入 り 
】一々 に 白宅に 中苧校の 萸語教師夫

麦を招侍 した こ と か らで あ っ た ，エ リザ ベ ス の 作 っ た

ロ
ー

ス 1・チキ ン の お い しさに 感嘆 をした 教師夫妻 は
，

西洋料埋 の 手ほ ど きを受けたい と 申し出 た．そ の 結果

す ぐに料理教室か 開始 さ れた
＊ ’“／

．生徒で あ っ た 平川

梅子
・は次の よ う に 回想 して い る．「料琿会 は II∫町 の 板

垣氏 の 礁部屋 で始め ら れ ，ス ポ ン ジケ
ー

ク とい うお菓

子が教 えられ ました ．一
中略

一
遮具 の な い 先生 は 玉 了

・

の 泡 rlて な ど に フ a 一ク を代用 さ れ ま し た 1i°’

（埠 文

の まま），また 中村か つ は次の よ うに 同想 して い る．「
．
一

前 暗
一
週 日に 西洋料岬 の お稽 占があ っ て その お 仲周 に

入 り御 夫人 よ り講習 を 受け ました，今思 い 出 さ れ ます

の は 食 パ ン の 製法，ビ フ テ ッ キ，オ ム レ ッ ト，ス ポ ン

ジケ
ー

ク，ジ ン ジ ャ
ー

ケ
ーク

，
ペ ン ケ ーク ス ，ド ウ ナ

ッ ツ ，イチ ゴ，ブ ドウ，イチ ジ ク ジ ャ ム な どお ．手際は

素人 ば なれ，い ろ い ろ と ご親切 に 教 え下 さい ま した 一

後略
一 11L

．
（原文 の まま）．料埋 を 教 え る に 当た っ て

躊

茉 の 違 い は さほ ど障害 に は な ら な か っ た が，苦心 した

の は 計 L 法 の 違 い で あ っ た ．水戸 で は 人
’f’困難な食材

’
，

日本 の 台所岐備 を考慮 して 臨機応変 に こ た え，料」甲教

室 は 順調 に 発展 した ．料理教 ψ．で の レ シ ピ は横浜キ リ

ス ト教系 の 月刊檄 関み 『常tS’LM ’

に 連載執筆 さ れ ，さ

ら に ユ904 （明治 37） ！一に は，そ れ らは まとめ られ て

単行 本 「常盤西洋料珊 ［ が 出版さ れ た
’1’t
．そ の 内容に

は パ ン ，マ フ ィ ン 須，ケ ーキ ・デ ザ ート麺か ら卵，魚，

肉，野 矛1な ど を素材別 に 分類 し た約 300 点の レ シ ピが

1。1潔明瞭 に 記 され ， また 国時 に 1臥 ノ法 ， 健康管理 上 の

一
｝二婦 の 心得 ，栄養学 の 知載，病人食，家庭看護法な ど

が 君か れ て い る．

　月刊誌の方 に は 西洋料理 の み な らず，洋裁 ，西洋洗

件 注，ア イ ロ ン の 掛けh ，道具の 整 え方，収納 の 仕方

な ど の 執筆 も行 っ た
1‘”LS．

　エ リザ ベ ス の 助力者 の 中で も，後に近江八幡の 吉田

悦蔵人 人 と な る霞 辺清野 は，最 も長 く奉イ⊥活動 を共に

f ’1855〜⊥93Z，医者 に な る こ とを 囗指 したが 29 歳 の 日寸

　 に キ リ ス ト教 に 入信 し，1894 （Htl　i】　127＞ 年 に水 戸 に

　 人 り遅 年，水 戸 キ リ ス ト友 会 伝 道 主 任 と な る ．平 和

　 連 動の 中心的存在 と して 明治ノ 正 の 水戸 ボ 教界 に 大

　 きな足 跡 を残 した ．
’s

佐 々 木
s，
1コ、108 に よ る と ⊥894 年 10月 コ サ ン ド宅 で コ

　 サ ン ド，ガ ン トリー，ビ ン フ ォ
…ド 〔1 回 目 の 独 身時

　 fLの m，日中），加藤万治他の 9 名が 集 ま り伝坦 委員会

　 が 組織 さ れ ，各地 の 伝 道 干任 が 決 め ら れ た ．カ［「縢 は

　 水戸 へ の 赴任 が 決 ま っ た．
’ ・Binford’．

p．93に は ユ8994 の 水芦 人 り直後 か ら水戸 滞

　 在中
一
1 つ の 聖書研究会 を もっ て い た と 記録 され る，

　 中 ≠校 の 牛 徒 ク ラ ス と 師軋 ｝／校 の 生 徒 ク ラ ス は 週 に

　 2 网 開 か れ，社会人 向け に は 凵曜の 早朝が当て ら れ

　 た．
柳

中学収教師の 申 し出 を 受 け水 芦 に 来 て た だ ちに 始 ま

　 っ た 料 理 会 の 参 加 者 は 弁 皇士，判事，役人  の 夫入

　 迂 で 欠 達 は 反 対 は しな fJ　li っ た．）t　l　ag会の 開始旦寸 期 に

　 関 して は 　に て ，1述．

　 1890 （明 沿 23） ’t に 来 冂 し た 宣教師 ボ ー
カ ス は，

　 1897 （明治 30）年 に 横浜で 常盤社 を 1ス 亡．塁年 か ら

　 婦 人 子 ど も向 け の ）jFl！誌 「常 乱 」 を発 行．1923（大

　 正 12）年 に 属東人地 震の i目 中 を受け 廃 刊．

　 エ リ ザ ベ ス 著 1二 よ る 『常 盗 曲 H 料 埋 ・Toldwra 　C （）ok

　 l300k』は 横浜常盤†1よ り 1904 （明治 37）年 12 月初

　 版 発行，そ の 後幾 反 か 再版 さ れ 1925 （大⊥El4）に 5

　 版 が 発 行 さ れ て い る ，こ れ の 序 に よ る と エ リ ザ ベ ス

　 は 26年間 に わ た っ て 西 洋 料理 を教 え，最 初 の 4 年同

　 の 乱 丁 を こ の 本 に ま とめ た とあ る．水 戸 入 り早 々 か
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

　 ら 26午後 の 1926年頃 は 下 妻 小 友幼稚 園 が vl

．
画 され

　 だ した 頃 で あ る．エ リ ザ ベ ス の 料理 教室 は ，水戸 入

　 りの v ．後か ら ト安 弓：教師館 で も紕け ら れ た．ま た 日

　 本 入 に と っ て 洋 式
．
「量 を埋 解 す る の は 難 しい と し て

，

　 冂L述 は匁 ，合 の R本 の 計 量法 を採 用 した と 記 す．
壬

柿岡 三 YI に よ る と西 洋 洗 濯 の 方法 は 判 埋 と と も に

　 「常伺1：』 に その 内 6 が 毎月訊筝 され た と記 され る，ま

　 た 沽水
1／tt

に は 西 洋斗卜理 ，西洋洸盈の 講習が 1司か れ た と

　 記 され る，

68 （1C〕82）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　soolety 　of 　Home 　Eoonomlos

明治 ・大 lf．・昭和初期 に お け る 来 日宜教師の 活動に み る 生 活汗風化へ の 影響

し
，

J ・リ ザ ベ ス の 伝道 方法，慈 善活動 を実 質的 に S21

え た ．後に 近江八 幡で の清野 の 実践活動の ド地 は こ

の 時代 に 多 くが 蓄積 され た ．こ の 頃 の 清野 は 普連 t：

女学校 を 卒業 し
，

さ ら に 横浜 の 聖経女 学校
“］1

を 終 え

た ば か りの 20代 初め の 活気 み な ぎる 頃 で あ っ た ．

　ビ ン フ t 一
ド夫妻 が水戸 に 来 て 12 年目の 1911 （明

治 44）年 8 月 に 念願 の 水戸 友会教 会堂 が 内外 の 寄付

を集め て備前町 に 竣．」二した
1に 柿

．煉瓦造 の 小規模 な建

物で あ る が 当時の様子を語る稀有な建築物 で あ る
“ ie

．

内部は 大集会室 1室 と小集会室 2 室が あ り，戦災を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し trう

受け屋根部分は焼 け落ちたが修復 さ れ て ，戦後は少
ゆ う

友幼稚 園園舎 と し て 使 わ れ て きて い る．現右で も屋

根以外 の 本体 は 当時 の 姿 を と ど め て お り夫妻の 水戸

に おけ る 業績 の 最大 の もの と評価 され て い る．

　1912 〔大正 1）年 6 月夫妻 は休暇 の た め T［木 を後 に

す る． ロ ン ドン の フ レ ン ド派 の 木部に 6 週間滞 在 し

たが， こ の 時 に夫妻はサ イ ドカ
ー

刊オ
ー

トバ イを購

入す る資金を得た ．さ ら に， フ ィ ラ デ ル フ ィ ア で は

天 幕伝道の た め の テ ン ト代 を調達する こ とが で きた．

19L3 （大正 2）年の 年末に水戸 に戻 り，再び伝道を開

始 した 時 に は 妻を サ イ ドカ ーに乗せ て オ ートバ イを

運転する ガ ーネーの姿が 見ら れ る よ うに な っ た．

　伝道天 幕の 大き さ は 7．2mx10 ．8m で 最大収容時

に は 200 名 を超 え る こ と もあ っ た．ガ ー
ネ
ー自ら大

きな太鼓 を叩 い て 宣 伝に努め ，参加者を募 り 1 カ 所

に 1 週 間か ら 10 冂 問滞在 して 天 幕溝 演 会 を開 い た

（図 2）．農村 の 祭礼の 賑 わい を利用 し，そ の 前 日 か ら

付近 に 天 幕を張 りキ リ ス ト教 の 福 音を伝 え，夫妻 は

天 幕の片隅 の 仮 設 ベ ッ ドで 寝 泊 ま り し た．人 々 が喜

ん だ の は，講演会後に 出 され る エ リ ザ ベ ス か用意 し

た 西洋料理 の 振 る舞 い 料埋 で あ っ た．説教者 も聴衆

図 2，ビ ン フ i 一ド夫妻の 天 幕伝道

も食 串を共 に す る こ と で 相 互 理 解 や 親 睦 を深 め ，信

者 を増や す こ と に 役立 っ た．こ の 天 幕伝道は 1915

（大 正 4）年 か ら1920 （大 Lピ9）年 の 5 年問に 県下 の

高萩 ，
旧 崎 ，大貫，小 川 ，村 田，岩瀬 ，下 館，磯濱，

大谷川，湊，高濱，宍戸，前濱の 13 ヵ所で 開 か れ
］’t．
，

1 円 に 数回の こ と もあ っ た ．ガ ーネー
の 記録で は合計

39 回開 か れ た と して い る
1’tt ．

　2）　下妻時代 （1922年 6 月 一1936年 11月）

　ユ920 （大 【E9）年 11 月 に 夫妻 は 休暇 を と り，
一

時

帰岡 の 途に つ い た，それ以前 に 友会本部の 伝道政策

に従 い ，拠点 を水戸か ら下 妻 へ と移す 計画が な され

た ，下 妻は 当時人 Lj5，000 人 程度 の キ リ ス ト教 の 及

ばぬ 小 さな町 にす ぎな か っ た が ，ひ ととお りの 行政

施設 が 整 い 特 に 中学校が あっ た こ とが 新 し い 赴任先

の 選択条 f’1
’
に な っ た ，

　休暇が 明け て 1922 （大 TF．11）年 6月 下旬 に 凵本 に

戻 リ ド妻 の 住居が定 まる まで の 夏 の 間軽 井沢 で 過 ご

し た，10 月 に 下妻 に 入 り，西町の 古 い 半ば 荒廃 し た

民家を什 りて，夫妻の新 しい 生活が始 ま っ た，

　翌 1923 （大 L［1…2）年 6 月 に，現在 の 下妻乙 に 下妻

宣教 師館
’li

が 竣⊥ し た
TT）’ls

（図 3）．木造 2 階建て 建

築面積 130　Tni 弱の こ の 宣教師館は，正而玄関や 畳 の

部犀 に 凵本住居 の 姿を とどめ て はい る が，全 体は西

洋館 と して 建て ら れ て い る、実測 調査 の 結果，柱問

1 問 は 1，820mm で ，在来 T
一
法の 尺寸法に よ っ て 建設

〔1083）

’tト1884 （明治 17｝年 ア メ リ カ ，メ ソ ジ ス ト監 督教会婦

　 人宣教師ヴ ァ ン ・ペ テ ン に よ っ て 横浜 に 設立 され た

　 婦 人伝 道師 養成 学 校 ，後 に 日木 女子 神学校 に発展解

　 消，さ ら に 青山学 院 神学部 に 吸 収 され ，そ の 女 r一部
　 とな っ た．
’ll

亀山仙次郎 に よ る と カ ナ ダ 友会 よ り 500 ドル を得 て

　 2DO余坪 の i一地 を購 入 ， さ らに片野 の 寄付 4，00｛1円あ

　 ま りを得 て 資 金 と した，
’ ：t

建 築 面 積約 145m 〜 ．戦 災苞学！オた後、1925 （大 泥 14）

　 年 に 天 T：町に 創 凱 され た 少 友幼稚園が，同所 に移転

　 し現 在 に 至 っ て い る ，
＊lt

日本 建 築 学 会 編 『新 版 　 日本 近 代建築総 覧』（1980）

　 に よ る と こ れ を下妻基 督教会 ・ヴ t 一リ ズ 設 計 と記

　 して い る，しか し，角谷 三 郎編著 『愛 は 長久 も』

　 〔1949｝で は 当該建物 は ド妻宣教師館 と明記 され て お

　 り，こ こ で は 後者 を記す．また，ヴ ォ
ーリズ の 建築

　 研 究 の 碩 学．山 形 政 昭 は こ れ をヴ ォ
ー・

リズ の 設 計 と

　 して い ない ，平 面 図 は 著 者 が 現 地 実 測 の 上
tt
　1998年 8

　 月 に 作成 した もの で ある．
い

敷 地 は ド妻 の 篤志 家 ・
鈴木家 所 有 の 畑 地 を借 り受 け

　 た，また，角谷
」7」
p76 に は借 地 契約期間は 99年 問 と

　 あ る ．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 階 平面 図

骭 剄
　 　 　 　 　 　 　 2 階 平 面 図

柱問 1間岨 820mm （1998．8．実測調査）

図 3，下妻宣教師館平面図

され て い る，簡素なが らも高潔な品位が漂 い 夫 妻 の 人

柄が しの ば れ る建物で ，建具 の 交換が な さ れ た 以外は

当時の ままの原形を残 して，現在は 下妻友会の 集会所

と して使用さ れ て い る．夫妻は 7 月 に 旧居か ら移転し，

そ の 後 定年退職 に よ り離 日す る ま で の 14 年間 ，
こ こ

を住 まい と した．

　宣教師館 の 周 囲に は エ リザ ベ ス が丹精 して育て た花

が 咲 き乱れ ， そ の 花 々 は 食卓を 飾 り，病人 を 見舞う際

に 大 きな役 目を果た しだ
111
．ガー

ネ
ー

が集会 を始 め
，

バ イブ ル ク ラ ス を設 けて 同時 に 英語を教 える な ど青年

男子の 感化 ・教化を主 としたの に対し，エ リザ ベ ス は

女性達を集め て 宣教師館で 西洋料理 や手芸 ， 編物 を教

え，音楽，ピア ノ の 手ほ どきを した．古 い 習慣 ，伝統

的生活規範が根強 く残る こ の 地 に あ っ て
， 夫妻 の 態度

に最初 は警戒心 を もっ て い た人 々 も ， 夫妻 の 隔 て の な

い 温か い 心 に ふ れ，夫 妻 の 住 まい を訪 れ る よ うに な っ

た．住 ま い を 開放 し
， 実際 の 暮 ら しぶ りや 室内 の 光景

を 見 せ る こ と で 西洋文 化へ の 憧れ の 気持 ちを湧 き立 た

せ ，入 々 の 生活向上意欲 に刺激 を与え た．夫妻 の 居館

を訪ねた久布 白落實 は そ の 室内光 景に対す る羨望 を次

の よ う に 言 っ て い る
lq’
．「食堂 か ら客 間 に か け て 隙間

な くじ ゅ うた ん や 諸道具や，本箱や テ
ーブ ル が 居心地

よ く配置 され て何と も云 えぬ 豊か なホ
ー

ム とい う感 じ

の 中 に
一

中略
一

接待さ れ て い る 自分 は 何 と幸福 で あ っ

た か ，茨城県下妻の あ の 宣教師館を今懐か しく思 い 浮

べ る」 とい うような宣教師の暮 らしぶ りは洋風の 生活

様 式 の 概念 に 具体性 を 与え，当時 の 欧米の 進歩的文化

を 実感させ る もの で あっ た．

　 1927 （昭和 2）年 10 月 に エ リ ザ ベ ス 自ら が 設計 を
　 　 し ； う と も

した 小 友 幼稚 園 が 竣 工 し た．以 前 か ら 自宅に 予 ど も

を集 め て は お話 し会 な ど を催 して い た が ，次第に 人数

が 増 えた た め新 しい 園舎が 必要 とな っ た ．町 の支援者

の 好 意 を受 け
L’［；）’ ”°

， 新築さ れ た 宜教 師館の す ぐ近 く に

崛

角谷
］S．

に は宣教師館前庭 は常時花が 咲 き乱 れ，そ の 花

　 を持 っ て 近 在 の 病 院 見 舞 い を した と記 さ れ る，前 出

　 の 清水
1SIP ．24 に は 宣 教師館の 花 々 の 美 し さ，病 人 見

　舞 い の こ とが記 され て い る．
細

夫 妻 の 下 妻 の 最 初 の 住 居の 所 有 者 石 井 家 の 畑地 を幼

　稚 園 の 敷地 と して 借 り受 け た と記 され て い る．

7e （IO84＞
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明む
・
人 L卜

・1↑［和初蝋 こお ける 来 目宮 教師の 活動 に み る生 活洋風化へ の ．J／，’

檜皮葺 の 屋根，杉皮 の 外壁 で 覆 わ れ た コ テ
・一一ジ風 の 下

　
／t

う
｝

も

妥 1・ 友幼稚園　 の 国舎が冗 1或 した．定 只 30私 の とこ

ろ 初 F度は 27 名 の 園児 が 入園 したが，経費不足 の 状

態 は 免れなか っ た．一一
方で 母 の 去 を結成 し園児の 家庭

で の 躾な どの 生活指導，手洗い ，1目 潔，伝染病予防な

どの 衛生指導を允実 させ る とともに
川 蟷

，東京か ら前

「N多聞 （東京市助役），帳本　 rE （社去運 動家，参議

院叢貝），久布白落買 （キ リ ス ト教婦人矯凪会会頭），

ガ ン トレ ッ ト
’1’日 d司前会頭），高良とみ （ft会運動家，

参峨 院議員）， な ど高名な講師 をた び た び招 い て 目菁演

会を行 い
Z
列 坪見の 教 喪 を培 っ た ．地方の 1町村で あり

な が ら先進 の 話 を 聞け る と あ っ て ；iそ判 は 高 ま っ た が
，

経済 的 に は 恵 まれぬ 状況 は毓 い た．時には バ ザ
ー

を開

き，手作 りの ク ッ キ
ー
， ド

ー
ナ ッ ツ ，コ コ ア を売 り，

経費を捻出 しつ つ ，宗教灼情操の ttt成 を 目的 と した 幼

児教育の 玉要性 を唱 えた．

　4．伝道 と生活 改善

　（D　農村伝道

　下 妻で伝道活動を開始 して 6 ・トH ，水戸時代の バ イ

ブ ル ク ラ ス の教え子勾地柳平が 夫妻の 前に現れ た．ij，j

地 は 小学佼 の杖長 とな っ て い た が そ の職を拾て て キ リ

ス ト教 に よ る農村青年指導 を武み よ うと し て い た．

1928 （昭和 3）年 ， 夫妻 は 休暇帰米 を 機 に ロ サ ン ジ ェ

ル ス で 朋 か れ た 世界 日睚 学奴大会に 1］Vil；
’
予定を して お

り，こ れ に 旛地 を 同行させ た．約 3 カ 月間 ア メ リ カ で

農村生活 の 実情 を視 察 した後夫妻共 々 1
’
妻 に戻 っ た 痢

地 は ，その 後 貝 川肅彦
＊

の 実践 に 学 び 教示 を得 て 同 じ

：じ 、をもつ 協力耆 と と もに 農村伝直 に 本格的 に 乗 り出す

こ と とな っ た．

　菊地等 の 奔走 に よ り ユ929 （昭和 の 年 1月 に 「農村

冂 F修養会 1が結成 され た．県
．
下グ）弓馬 出， 1 妻，下

館，水ズ，石岡の 5 ヵ所の フ レ ン ド教会を会蛎 に して

辰 家 の 後継者，それ も 18．一．25歳 の 青年で 実際 に 農作

業に従 罫して い る 首 を集め て の i［発 で あ っ た ．ビ ン フ

ォ
ードチ妻もこ れ に 今面的に協力援助した．農村生活

に つ い て の 課遺 を論議し，新 しい 農打イを営を展開す る

こ とは ，旧弊な人 同関係の 中 で 障 ゴ も多 く表山 させ た

が ，そ の
…

つ に宗教 の 問遜 が あ っ た．群村 庁トfl4養会

の 目指す と こ ろ は先進 の 西洋諸 国の 農家租．呂を学 ぶ こ

と と，さ ら に 近代西洋 を範 と し て 家庭 生 活 を峡 扇 す る

こ とで あ っ た．そ の 迂成 に はキ リ ス ト教 の 倫理，理念

が不可 欠で あ っ た．円囲と軋轢 が生 じて も，坦聖 に 束

縛 さ れ 圭1建性 や 伝統 と近代化 に悩 む農家 の 長男 匙 に と

っ て 欝村｛［真 条の 活動は 筋 の 光明 で あ 一．〕 た ，修養会

はほぼ 10Ll同 を 1期 間 として い たが，そ の 後 も継続

し て 定期的 に 彳1わ れ る こ とを皇 む修養会修 ∫朽 玉 に よ

っ て 「新生
／ 1が紲織 され た 　

＊ t
．当時 ［本の 金融経

済は破S1［」段陥 に あ り，厂 村イ1 済の 下落は甚だ しく政

府は農月
．
復興と して 備荒貯蓄や 自力 史 生を唱えて い た．

こ の よ うな状況 卜
．
に お い て祈 しい 価値観を求め ，自ら

意識改 」．をしなけ れ ばな ら ぬ とい う意誠は フ レ ン ド教

会 の 政 策と五な っ た ．新生 会の 運 動 は 農 側 劬 同組合を

つ くり共 i司使用 の 爬罪機械
・
器具を購入す る 相 冗 扶助

の 力法を取 り入 れ ，冂
」金を莫励 し，酪農 を行 うな ど，

理論 とttF9，、行動 に お い て 辰 村 の 文化 劉 活 の 向上 な ら

びに 相神 の 羂廉
’i出 s揚 に 大 きく頁献 した，こ の 農村再

廷 嘉業 の 成果 に よ り新彑会 の メ ン バ ー
の 何人か は 技倆

力，指 」
；力が 「忍め られて 茨城 県が絹段化を図 っ た 県 F

の 青，F団 の リ
ー．一ダー

に 招聘 され た
／tF，／
，

　次城 県違
△

新生会 第 1 回総 会が 1935 （昭和 10）乍

］0 月 に 1丿dかれ 参 加 し た 7 は 100名 を超 えた．次 ギ 段

に は 150名 とな り，ガ
ー

ネ
ー

は丿［退離日 を前に して こ

の 発屏ぶ りに非常に感激 をし
．
，次 城伝迫 の最大なる

H 的実現 と認め て 凵本で の 37年間 の 伝道生活に終止

符を打 っ た ．1936 （昭和 ユ1）年 11 月｝妻は横1｝：港を

1『1航し帰国 の 途に つ い た．

　〔2） 住 生 活 の 改善指導

　夫妻 は 家 の 中で 1よ 日本 人 に な らい 靴 を脱 い で暮 ら し

た が
， 起居祥式 1｝、同 し て は，彼 ら本来の 洋風 の 生 活を

糸け ， そ れ ら の 実際 を人 々 に 小 して 生活 改 1ヰを奨励 し

た．

　水戸 で は まず第
・
に キ リ ス ト教の N 宣 を最 」〈の 目標

に掲 げて
， 人 々 の 関心 を喚起 させ る た め ガ ー

ネ
ーは 英

丘
を，エ リザ ベ ス は 西洋判埋や ％“　tj　i’を教 え て 西洋文化

の 紹介と共 にT　1 を伝 えた，それ に 対 して 下妻 で は，

宀：教師餓の 建物自体を利用 して ，人 1像的な生活指導を

行い ，’1 教帥 として の 指 、掌力が発揮 された，

．il927
（昭和 2） 計 11月 〕611 茨 城 県 知 事。．調

．
．1992年

　 （十 成 P 年旧国 ドは 角1件 さ れ現 在 は 同 四rに耕 園 舎が

　 辻設 され て い る，
昭

岡　 き よ に よ る と産 後の 母子の 旅着 指尊，育 児指 、， ，
　 年 閭 ダ）衣扣

．
卜画 の 脂 導 を 受 け た．また 邦 件 ，撃 頓，

　 ？冂 点 の
［ T慣 を幼児の う らか ら貯 め る べ し と教 え られ

　 た と して い る ．
棚 1888 −−1960，キ リ ス ト教仕会運 動家．神Jiの 貧民窟

　 の f 道をtJbめ と して 各仆の 社 ＝ 、事差に尽 くした，
ボ 1

ニ コ ル ソ ン
．
乍，i［J に は ig3〔｝乍か レ ｝！f　’t一会逼二重力を行 っ

　 た と1己され て い る．
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　1923 （大 正 12）年下妻宣教 師館 が 完成 した C’ IT
参

照）．
’1三面 は 集会堂 と して 使用す る 部分 と夫妻 の 生 活

部分 とが和 風 と洋風 に 明確 に 区分 され て い る，衛生

面 に関 して は 強 く改 善 を唱 え，宣教師館 に そ の 意識

を反映 させ 来 訪者 に は 次 の よ うな説 明 を した と い

う
’ u「’
．

・台所 の レ ン ジの 上 に は鉄板 で フ
ー

ドを設け，排 気

　排煙 の 重要な こ と を示 した．
・家族共胴 の 手拭 い 使用 を改 め 個人別使用 を奨励 し

　 た．
・
窓 に網戸 を設け た ，特に台所 に は細心 の 配慮を し，

　外周 は もちろ ん 廊下側 か ら の 出入 凵 に も網戸 を設

　け，蝿 の 進入 を防い だ．
・
蝿 に つ い て は 諸病 の 原因 と して憂慮 した ．汲 み 取

　 り便所 の 非衛生 さを指摘 し便器 の 蓋 を 考案 して 設

　 け蝿 の 室内進 入 を 防 い だ ．

・室 内 の 明 る さ， 通風確保 の ため ， 各室 と も窓 の 配

　置，大 きさを配慮 した．

　外 壁 ド見板 は 明 る い 肌色，窓伜 ・建具 は 水色 の ペ

ン キ に 塗 り分 け られ，屋根 は銅板平葺 き，ガ ラ ス の

は め殺 し窓，−Lげ ドげ窓を備 えた外観は下 妻近 辺 で

は珍 し く宣教師館 を見学に 来 る 人 も多か っ た ，家具

の ほ とん ど は 日本の 指物大．．［1を指導 して 作 らせ た，

ク エ
ーカ ー教徒 と して 禁酒運動 に 取 り組み ，作業療

法 と し て 家具製作 を導入 し た，そ の 結果 ア ル 中患者

を 更 生 させ る 過程 で 仕．．Lが っ た 家具 の 数々 が 今 もそ

の ま まの 状態で 宣教 師館の 雰 囲気を高め て い る．宣

教 師館 を 訪 れ る 人 に は ど ん な 用向 きで あ れ 夫妻 は 手

厚 くもて な し，住 まい の 内部 を 見 せ て 1青潔で 合理的

家庭 運営 の 実際 を見 せ た．角谷 （前出） の ビ ン フ ォ

ー
ド夫妻 の 回想録第 2 篇 に は 夫妻 ゆ か りの 62 名の ll」i

想 が記載され て い る．そ の 中か ら住生活 の 印象に 関

す る 記述 を見 る と以 ドの よ うな事柄が収録 さ れ て い

る．（　）内は執筆者名．
・家の周囲に花を育て ，そ の 花で 人 の 心 に潤 い を

”

」

’””

宣教 師館実測 に は 茨城 県教 育庁文化課井坂氏，加藤

　 万 治 の 長男加藤敬愛 の 長 女加藤礼 ∫
．
氏 （水戸 キ リ ス

　 ト友会） が 同行．当時 の 宣教師館 の 使用 状況 につ い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ニttと も

　 て は現 在下 妻 宣 教 師 館 の 管 理 責 任者 で，小 友幼 稚 園

　 園 長 で もあ る福 西 　 基 氏 1下 妻 キ リ ス ト友 会 ） か ら

　説明 を 受 け た．福 西氏 は 夫 妻 が
．
卜
．
妻 に 来 た 当 時 か ら

　 教導を受 け新生 会運動 に も参加 した，
’lt・1／

福 西 　基 〔前述 ），菊地 勝 了
・
両氏 か ら の 聴取 に よ る．

　 菊地 氏 〔ド妻キ リ ス ト友会｝は 菊地 椰平 の 五 女で 現

　 在普連．上学園評議員．

　え，生活を美 し くする態度に教示を得た （河井 ・瀧

　池
・Ll．1田）．

・
本箱 ・

テ
ー

ブ ル などの 洋家具調度品 の 配置か ら生活

　 の 豊 か さを感 じた （久布田
・
山田）．

・夫妻 の 美 しい 住 まい と楽 しい 料理や編み 物 の 講習会

　に ひ かれた （高 良），

　 フ ァ イヤ
ー

プ レ イ ス の 前 の が っ しりしたケヤキ の 大

　テ
ーブ ル は 威風堂 々 ，見 る か ら に羨ましい 逸物 で あ

　 っ た （小塩），
・ピ ァ ノ とス ト

ー
ブ と台所 とバ タ

ー
の 臭い （細谷〉，

・規律，整頓，清潔の 習慣は幼児の 頃 か ら始め る こ と

　 （岡）．
・消化器伝染病は家庭の 台所か らとい う事を強調 し，

　衛生上 の 改善を唱えた （石濱）．
・
た妻 の 住 まい を よ く訪 問 し，そ の 時 は 必ず夫人 の ケ

　ーキ や コ ー
ヒ
ー

で もて な さ れ た （伊澤）．

・南向 きの 夫人 の 小部屋 で 編物 を教 わ り， ア メ リカ の

　風習 を聞 い た （中 lj」）．
・風 呂の 中 に手拭 い を人 れ ない こ と，電灯 を消す こ と，

　便所の 使い 方，食事の作法など家庭生活の 中で の 教

　養が高め られた （飯田 ）．

　女学生 の 頃 夫妻 の 住 まい が 珍 し く毎口 見 に 通 い ，同

　時に 聖 書を教わ っ た （瀧池 ・猪瀬）．
・夫人の 描い た絵が 飾ら れ，硝子棚に は 占雅な珍し い

　瀬戸 物が 配 さ れ て ，ア メ リ カ の 室内を感 じ さ せ た

　 （山田）．
・ク リス マ ス の 装飾は美し く印象的で あっ た．プ レゼ

　 ン トの 作 り方 ，
並 べ 方 ，

ツ リー
の 立 て 方 ， 雪 の 作 り

　方な ど を初 め て 知っ た （多数）．

　以上 を通 して 伝わ る もの は，宣教師 と して の 慈愛に

il碕ち た 態度 と洋風 生 活 の 暮 ら し方 の 実地指導，すな わ

ち自宅 に 人 々 を招 き生活向一Lの 関心 を養お うとする姿

勢 で あ る．

　
一

方，新生会活動は実際 の 農家改造指導に も意欲 を

みせ た，屋内 に 煙が充満 し非衛生，非効率的なかま ど

を改 め，煙突 を設け て 炊 凵 に 工 夷 を凝 ら し，熱効 果 と

室内環境 に 改善 を もた ら し た．ま た 五 右衛門 風呂の 設

置 を奨励 した．農家 に多くあ る廃棄物 を燃料 として 使

い 余熱効果 も大 きい 五 右衛円風呂 の 普及 を促 した ．ま

た 井戸 に 蓋 を し て 動力 ポ ン プ を据 え る こ と，台所 を 常

に 清 潔 に す る 心 掛 けな ど が 指 導 され た
” ：’f／
．し か し

1930年代 に な る と 不穏 な世界状勢 は 軍国 L義を強化

させ
， 各地 の 外国 人筍：教師達 の 活動 を 著 しく阻止す る

こ と と な っ た．ビ ン フ ォ
ー

ド夫妻 の 後 を引 き継 い で 水
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明1」・大 正 ・昭和初期 に お け る 未 凵　教師の liE動 に み る 生 活洋風 化へ の 影誓

戸で 活動 し，新生会活動に も参加 した ニ コ ル ソ ン
＊ ZT

の

も と に も刑事が つ き思想調査をする な ど県下 の 新生 会

自体 の 存続 も危機 を迎 える に及 ん だ．した が っ て
， 農

外 改迫 の H 的 を 達成する に は 戦後 の 動 きを待た ざる を

得なか っ た
繝

，

　（3） 女性
’
教 師の 遺産

　 ア メ リ カ の 海外伝 道活 動 の 歴 史 か ら俯瞰 す る と，

1899 （明沿 32）年 に 2 人 そ ろ っ て ビ ン フ ォ
ー

ド人妻

が来 日 した時期は i2 期 に 当た っ て い た
繝 ．また ヴ ォ

ーリ ズ を近江八 幡に 送 り出 した YMCA の 海外教師派

遣 運動 にお い て も lgoe年か ら は 第 2 期 を 迎 えて い

た ．両者の 海外伝道「
』
幽 は ともに 共通 して 第 1期は

都市部中心 に 行わ れ
， 第 2 期は 地方へ と拡大 し，プロ

テ ス タ ン ト伝道 は，明治後 半 に は各地 で 独 自の 根 を下

ろ した．

　近代化，南北戦争な どを通 して キ リ ス ト教会が支援

した ア メ リ カ の 女性の桂会活動は ，慈善的，博愛的，

道徳 的な親範を求め つ つ 女性の 力をk 国的 に 組織化 さ

せ ，さ ら に 政治性を強 め て い っ た ．女性宣教師は こ の

動向の 中 か ら当時の ア メ リ カ の 女性伽域文化，すなわ

ち衣食住に わた る家庭内生産，家族奉仕，家庭運営 の

知識
・
技術 を もっ て 牛 盾の あ る べ き姿 を 具体的 に 派 遣

先 の 入 々 に小 す役目を担い つ つ ，海外へ と送 り出 され

た の で あ っ た
’°
．1900 年時点 で み る と，日本 に 派遣 さ

れ活動をして い た 官 教 師は ，主 に ア メ リ カ か ら の 派遣

で あ る がそ の 総数は 527名，そ の 中 の 3 分 の 2 に
’li

た

る 327名が女性宣教師で あ っ た
1．そ れ ほ ど女性宣 教

師が ti本伝道 に 関心を払 っ た理出を小檜山は次の よ う

に言及 し て い る ．「西洋文化の 吸収と 自己研鑚に積極

的 な，th1面 目 で 教 え易い 少 女達 に 囲 まれ た如人 宣教 師

は，そ の 様 々 な 困羅に もか か わ ら ず，比較的容易に仕

演・に着手し，それ を拡大 ・発展させ る こ とが で きた。

国際的 に 見 て
， 日本の 蛉 人

虚
教師 の 判合 が 商か っ た 理

由 の
．一・

つ は ， 明 らか に 彼 女達 の 仕 ｝哥 が順調 に 洗展 した

こ と で あ っ た ．」

　第 1期 の 女性宣教師達が ，今日 の キ リス ト教系人 学

の 基礎をイ
XF

り，大 きな足跡 を残 した の に 対 し， 2期 目

の 女性 亘 教 師達 は，エ リザ ベ ス を例 として 多 くは 亘 教

師の 夫と結婚し，人と行動を共に して の 来日 で あ っ た ．

男性 『教 師が聖書 の 翻訳 や 神学教育 に重点 をお い て 布

教 を試みたの に 対
．
して ，女性宣教師達 の 多 くは，い わ

ば 生 活文化の 伝道 を布教 の 手段と した ．

　 官教師 の ラ イ フ ス タ イル 全般 を体得 させ ん が た め に

効果的 と考 えたの は 生活環挽 で あ っ た ．生活環境が う・

え る教化 の 重要性 に着i［した
一
教師達が ，こ とさ ら洋

風 生 活様式を維持 した の も白他 共 に 望 ん だ こ と で あ っ

た．向分達 の 住 まい を教場 に して 衣 ・食 ・住 の 洋風生

活 の 実陪 を見 せ ，キ リス ト教 の 感化 に絆 び つ ける と い

う伝道 の ・角様は 文 明伝播的 で あ っ た、

　 8 年問あま り水戸 の エ リザ ベ ス の もとで働 き，ク エ

…カ ー
教徒と して の 生 き方や 伝道活動 の 方法を学ん だ

清野の 資質は，近江 八 幡で そ の 真価を発揮 して い っ た．

清野 は，日宅 に備わ る ア メ リ カ直輸入 の 1殳備，調理 機

器 を利用 して
蜘

西洋料理 の 教室を開い た．後 の 1933

（昭和 8）．弔に は
， そ の 料理 教室 は

， 料理 の みな らず

豕 事　般 ，。 し1学， 「 楽，美術 ，　
．
般教養を 教 える 「家

政塾 1と発展 し， ミ ッ シ ョ ン の 教 鳶事業の
．一・端を担 う

まで に な っ た．吉 ［日邸 を今 むヴ ォ
ー

リズ 設計の 住宅

群
棚

は周囲の 占い 町 並み の 中で
一
極粘彩を放ち，先進

文化 に憧 れ ，流行 に 敏感 な若い 女性 の 心 をひ きつ け た ．

女学校で 近代教育を受け，大正 期の進歩的な 思潮を知

っ た若い 如．｛達は，吉田邸をモ デ ル に N 分達の こ れ か

ら の家庭 に・
夕

；を描 い た
’／ILt．

　 エ リ ザ ベ ス の実践 し た伝道活動，そ の 方法は 清野 と

い う違び手を右 て 時 Yを超えて 近江八 幡 の 地 で 耕た な

成果 を生 む こ と と な っ た．そ こ に は 環境 すなわ ち住 宅

様式が よ り効果 的に作用 した教化の 実 際をみ る こ とが

で きる．また 同時 に，キ リス ト教梢神 に よ る 生活 の 近

代化と民
．
i二化，住生活の 洋風化が同

一
方向性をも っ て

’271892
　1983，ア メ リ カ 人 宣 教師．1915年来 日

，
1939

　 年帰 財．戦 後 再来 日，食料 燕 の 時代 に 山 羊の 創育 で

　 子ど も達 に 乳 を供給 した こ とで 肩名，
＊

角 谷 に よ る と戦 後 数 年 して 弓 馬 川 を 中心 に 新 皇会 が

　 復 興 し た とあ る．都市部の 住宅 復 pm政 策 が 進展 す る

　　 方で 1948 （LII和 23｝年農1木省 に i「活改善課 が 設冊

　 さ れ，そ σ）正
巳

尊の も と に 農 家 改 f が 行 わ れ た が そ の

　 方法，技 術 は か つ て の 新 牛 会が 指導実践 し た もの と

　 重 な っ た，

　 小 拾 由
’
に よる と H 本 で の プ ロ テ ス タ ン ト。芸派の 伝 道

　 活 動 を 1859年 か ら明 治 初 期 の 20 年間 を第 1期 と し

　 て い る．
＊

⊥9⊥0 （明 治43） 年 に 設 立 され た ヴ ォ
ー

リ ズ 合 名 会 社

　 は，建 築 設 計 業 と と もに ア メ リ カ か ら建 材 ，建 築 金

　 物 ，設 備 機 器 ，家 具調度 品，楽器の 輸 入販売 を行 っ

　 た．ミ ッ シ n ン の 住 宅 群 に は そ れ らが 備 え．られ た．
＊／ll

池 田 町 に は 1913 〔大 正 2）年 の 吉 田邸 を は じめ 次 々

　 に ヴ t，一リ ズ の 設 計 に よ る 洋風 住宅 が 建 て ら れ そ の

　
一

角は 洋風住宅街 と して 今 も名所 と な っ て い る ，
＊ t

川 崎
51
で は家政 塾 に 学 ん だ生 徒達 が，その 成果 と して

　 ど の よ う な こ と を 自分達 の 家庭 生 盾 に 活用 し た の か

　 を考募 した．
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日 本訴 政学会誌　Vo 』 O　NI，、］U （1999）

展開された
一

過程を認 める こ とが で きる．

　 5．お わ り に

　住牛活の洋風化は時代の 必然性の 中で 進行 したが ，

そ こ に は い くつ か の 過程が 考え ら れ よ う．上 流 階級に

独占 され て い た 西洋 文化が 中産階級 の 台頭 と と もに 下

方に 流 れ て きた 状況，ある い は マ ス メ デ ィ ア の 発達に

よ る 情報伝達
＊ 33

， 各種 団体 に よ る 啓蒙 運 動
“
’t
に よ る と

こ ろ も大 きい ．と 1司時 に各地 で 草 の 根的 に活動 したキ

リ ス ト教宣教師達 の 伝道お よ び 生活指導か ら影響 を受

け た例 も少な くな い ．

　そ の
一
例 と して本研究で は茨城 県 卜

．
で布教活動を し

た ビ ン フ ォ
ー

ド夫妻 に着目 した，特 1に 下 妻時代の 夫妻

の 活動は，洋風生活浸透の 萌芽の過杜を考祭する E で

意義深 い ，夫妻は，自分達 の 住居 で あ っ た 下妻宣教師

館を広 くVE放 し，洋風 の 生活様式 の 知識 の な い ＃ に ，

設備機器 の 設置や使用法，豕具 の 配置
・
使用法，室内

装飾，衛生管理な どの 夷際例 を見 せ ，住宅 の あり方，

住まい 方 を実物 をもっ て 教 えた ．ま た，家事，西洋料

理 ， 食卓作法 ， 生活 の 美化 ， 清潔 の 習慣な どの 冂常 II、

活態度 を教 えるに も，自分達 の 生活 をそ の ままモ デ ル

と した．前述 の 人妻 に つ い て の 回想録 で 明 らか に した

ように，旧来の H本人 の家庭 ・住居とは異な 7 生活光

景は多 くの 人 の 羨望 を集め た．また夫妻の 言動や彳J動

か ら，西 洋文化の 光 進性 を感 じ と っ た 人 々 は
， 洋風 生

活へ の 憧憬を強 め た，

　そ れ らの
」
巴「景が実牛 活に取 り込 まれ ，洋風 牛 活 が 普

遍化 ，

一
般 化 す る に は

，
ビ ン フ ti／一 ド夫妻 の よ うな

「洋風 生 活 を 教 え る 入」 の 有：在 が ，そ の 推進 を 促 す役

割を果 た した と考え られ る ，本研究 で は ビ ン フ ォ
ー ド

夫妻 を例 1止 に した が ，その 時代 と 前後 して 来 日した 宣

教師の活動が，わが国の 牛 1［
Tfの 近代化，洋風化 に 貢献

を し た事例 は こ の 他 に も多く認 め られ る ．こ れ ら L つ

い て は今後の 課題と して さ らに 事例検証を重ね たい ．

甥 治 後 半 よ り刊 行 さ れ た 『婦 人 之 友 』 「婦 人 公 制

　 『主 婦 の 友』 を始 め とす る 多 くの 婦 人雑 誌 は新 しい 時

　 代 に 生 き る 女 性 の モ ラ ル 形 成 に 大 き な 役割 を 果た す

　 と同 時 に ，衣 ・食 ・住 に わ た る 洋 風 様式 の 宇 胴 的 知

　 戯 の 似給源 と し て 大 きな景響力 を もっ た．
＊：1

大 IE 初期 の 文部省指導 の 「生 活改善展覧会」 1生 活改

　善 同 盟会」，農商務省支援 の 「Ll’・巾 の 会」，東京府 に

　 よ る 「半 和 記 念 東 京 博 覧 会」 を始 め と して 新 聞 社，
　 建 築家 に よる啓蒙が 活発 とな っ た．

　本報 告 に あた り，水戸，下妻で の 調査 に 大 きな支援

を頂 い た茨城 県教 育庁文化課 の ガ坂 直村氏，な ら び に

面 談に際 し ビ ン フ a 一
ド夫妻とゆ か りの 深 い 方々 の 多

くの ご協力 を狽 きま した こ とに深 く感謝い た し ます．
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